







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































』 出版， 年， ペー
界ではインセンティブの問題よ
摘（ 〔同上訳書，６ペ
とつの重要な軸となる「ケイパ
サプライヤーに対する調
階間の調整などが問題とさ
口和弘訳『企業制度の理
ジ， ページ〕），主体間に
りはむしろ調整の問題が企
ージ〕）などにも示されて
ビリティ」という問題が重
視されて
は，近代
（
で提示さ
る管理的
いるが，この点についてはチャン
）が与え
産業企業の生成および成長を
）の概念・内容
れた管理的調整の問題との関連で
調整のための条件を築いたとして
ドラーの 年の論文（
た影響が大きいといえる。この
説明する上でのひとつのキー
の明確化をはかっているが，彼の
みると，垂直的統合によって生
も，階層制管理機構とトップの
論文においてチャンドラー
概念である「組織能力」
著書
産と流通の過程全体にわた
経営者，ミドル，ローワー
（ ）
の管理
験など
この点
現代企業の「統合」
者によって実際にどのようにそ
をも含む「組織能力」という概
に関連していえば，ラングロワ
・「非統合」をめぐる諸問題（山崎
うした調整がはかられるのかとい
念によって説明，理論化しようと
の「調整」をめぐる議論ではチャ
）
う点を知識，技能，熟練，経
したものとみることができる。
ンドラーが問題とした次元，
すなわ
調整さ
という
ラング
とは異
リティ
一層の
） こう
第 巻
ち市場における需要をベースと
れるというかたちでの需給調整
問題次元と全面的に一致したか
ロワが問題とするケイパビリテ
なっているという面がみられる
をめぐる議論自体も多様であり
精査が必要であるといえるであ
した基本的視角については，拙
第６号， 年３月， ペー
する販売を起点として生産，購買
メカニズムの変化という資本主義
たちでの議論とは必ずしもなって
ィとチャンドラーが問題にしよう
のではないかと考えられる。しか
，その点をふまえるとケイパビリ
ろう。
稿「『科学的経営学』の方法をめ
ジ，前川恭一『現代企業研究の基
，開発などの諸過程が管理的
の歴史的発展のダイナミズム
はいないということもあり，
としたそれの本来の意味づけ
し，もともと現在のケイパビ
ティという概念をめぐっての
ぐる諸問題」『立命館経営学』，
礎』森山書店， 年，はし
がき，２ぺージおよび序説を参照。
（ ）
